
Keyword

アルヴァ・アールトの建築
（学芸出版社, 2018）

北欧諸国の椅子、照明、建築等の研究を通して北欧の思
想やデザインの特徴として次が浮き彫りになります：人間中心
の組み立て、日常の豊かさ重視、自然との共生、ロングライフ
デザインなど。これらは日本のものづくりにも大切な視点です。
一方、日本と北欧のデザインの親和性も指摘され、これは
森林資源が豊富などの背景もありますが、実は北欧のデザイ
ンは日本からの影響を大きく受けています。近年コペンハーゲ

ンのデザインミュージアムで「Learning from Japan」という、デ
ンマークデザインが日本から受けた影響についての２年間にわ
たる大規模な展覧会が開催されました。
現在は、もう一度、北欧の文化と日本の文化を融合した次

の段階のデザインを、日本も北欧も考える時期にあるようにも
思います。そのような視点から、題目にあるような試みが出来
ればと考えます。

北欧の思想やデザインを活かした商品開発、
インテリア・建築設計、街づくり

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

光の演出効果に関する研究
北欧のパブリックスペースに関する研究

その他の研究テーマ

北欧と日本のデザインの融合 ●北欧の思想やデザインを活かしたものづくり
●北欧の思想やデザインを活かした人間環境の創出

Point

北欧、デザイン、商品開発、設計

これまでの研究成果をまとめた著書

北欧の思想やデザインを活かし
たものづくり

●照明や家具等の商品開発

●インテリアや建築の設計
北欧の思想やデザインを活かし
た人間環境の創出

北欧の照明
（学芸出版社, 2019）

フィンランド光の旅
（プチグラパブリッシング, 2018）

北欧の建築
（学芸出版社, 2018）

九州国立博物館「印籠展」展示計画, 2014参考例

九州国立博物館「フィンランド展」
インスタレーションデザイン・製作, 2014

参考例

建築都市工学部
住居・インテリア学科

教授

小泉 隆

Keyword

◯福岡県住宅供給公社所有・管理の名島三の丸団地（1970
年竣工、12棟全330戸、RC造／5階建て／EV無）は、空室化、
高齢化、衰退化が進行している集合住宅である。2017年、本
団地の隣地の一戸建て空き家と同敷地を福岡県住宅供給公
社が購入し、2019年6月に当該空き家を本研究室で借り受け
（３年契約）、実践的研究の場として様々な活動を実践、研究
活動を開始した。

◯団地内に位置する既存一戸建て空き家が、住民拠点施設
として再生活用できるのか、その時の手法としてDIYリノベー
ションがどのような効果をもたらすのか、その結果、住民意識
がどのように変化していくのか等を調査・検証することである。
さらに、地域拠点としての空き家が、どのような活用のされ
方をしていくのか等、中長期的な調査も行っていく。

「名島三の丸団地」再生プロジェクト
～エリアリノベーションによる
　　“未来の団地”の可能性を探る～

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

・防災デザイン、健康社会デザイン、コミュニティデザイン、見守り体制構築、新集住、新家族
・GPS衛星、自動車の自動運転、AIと人間との共存、５G活用、生活困難者対策
・イベントによるリノベーション、ダイバーシティ、関係人口、二拠点居住、職住近接

その他の研究テーマ

空き家活用、団地再生、DIYリノベーション、エリアリノベーション、住民参加、コミュニティ再生

●福岡県住宅供給公社所有・
管理の他の団地への応用

●他団体所有の新興集住地区
への展開や応用

空き家を活用し
団地を再生させる

●団地住民全体の実態を解明した上で、空き家再生活用案を団地住民と共に策
定し、住民参加でDIYリノベーションを行いながら実践してゆく。

Point

建築都市工学部
住居・インテリア学科

准教授

信濃 康博

空き家の活用の可能性を広げ、
エリアの衰退化を防ぐ

空き家の活用が住民の生活環
境を改善し、団地の再生につな
がる。

名島三の丸団地横の空き家を活用し、住民と学生が協力して、DIYリノベーション
で団地を再生させるプロジェクト
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